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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落となりました。前週末に発表された米雇
用統計が良好な内容となり、3営業日ぶりに反発
してスタートしました。円相場の先安観が後退し
たことや、北朝鮮が核弾頭の小型化に成功したと
の報道が伝わり、週末まで3日続落となりました。
（週末引け値：19,729.74円）

 週間では、日経平均株価は1.12％の下落、東証株
価指数は0.87％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場

投資情報室
2017年8月14日

1/2

週間市場レポート
（2017年8月7日～8月11日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に下落となりました。米長期金利の動向や財
務省の国債の入札等を材料に週を通じて一進一退の
展開となりました。夏季休暇シーズン入りにより、
買い手控え感が強まり金利は上昇する局面もあった
ものの、北朝鮮情勢への警戒感からリスク回避ムー
ドが継続し、週末にかけて相対的に安全資産とされ
る国債は買われました（利回り低下）。（週末引け
値：0.063％）

 週間では、0.002％の下落となりました。

（審査確認番号H29-TB208）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で下
落となりました。良好な米企業決算を背景に、週初
は上昇してスタートし、史上最高値を更新しました。
北朝鮮を巡る地政学リスクへの懸念等を受けて、3日
続落となったものの、週末は、ＩＴセクターを中心
に買われ、前日比では小幅に上昇となりました。
（週末引け値：21,858.32ドル）

 週間ではNYダウは1.06％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高・米ドル
安となりました。週初は、前週末発表の良好な7月
の米雇用統計を材料に円売り米ドル買いが優勢とな
りました。日経平均株価の下落や北朝鮮を巡る地政
学リスクへの懸念等から週央は円買い・米ドル売り
が優勢となりました。週末にかけて、急速に進行し
た円高の反動により、持ち高整理目的の円売り・米
ドル買いが進行したものの、週末は前日比で小幅に
円高・米ドル安となりました。（週末引け値：109
円15銭～25銭）

 週間では米ドル/円は1.36％の円高、ユーロ/円は
0.95％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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